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①自分の役割や責
任を果たし、役
立つ喜びを体得
する。
②集団の中で自己
を生かす。

③社会と自己のか
かわりから、自
らの夢や希望を
ふくらませる。

高学年の

－苦手なことや初めて経験することに失敗を恐れず取り組み、そのことが 集団の中で役立つ喜びや自分への自信につながるようにする－－苦手なことや初めて経験することに失敗を恐れず取り組み、そのことが 集団の中で役立つ喜びや自分への自信につながるようにする－

挑戦する  やりぬく  夢・希望を広げる挑戦する  やりぬく  夢・希望を広げる

活動内容 指導上の配慮事項
●最高学年としての目標を立てる ○自分のやりたいことを進んで実践し、努

力して成果を出せるような目標を考えさ
せる
○道徳１－（6）の内容と関連させる

●各分野で活躍されている人の生き方を調
べたり、自分が一流と思う人からインタ
ビューをしたりして、人生の先輩方の生き
方を参考に、自分の将来の目標を立てる

○地域の方や身近な人で、ある分野で活躍
されている方をゲストティーチャーとし
て招く

●様々な職業について調べ、自分がやってみたいと思う仕事を見付ける ○自分がやってみたい仕事に就くために今
の自分に必要なことは何かを考えさせる
○社会科と関連させる

●中学校調べをして、中学校での学習や生活、学校行事、部活動などについてまとめる ○子どもたちが進学を予定している中学校
の様子が分かるような資料を準備する

●学校公開などに行き、中学生へインタビュー
したり、中学校の様子を見学し、小学校生活
と中学校生活の違いや中学校での職場体験の
内容などについてまとめる

○中学校と連絡を密に取り、先生方や中学
生にインタビューをさせてもらえるよう
にお願いし、許可を得ておく

●あこがれとする自分の将来の姿を考え、
自分が中学校入学に向けて頑張りたいこ
とや中学校での自分の姿のイメージをま
とめ、発表し合う

○友達の考えを聞いたり、意見交換したり
することを通して、中学校生活への期待
を高められるようにする

活動内容 指導上の配慮事項
●委員会活動で身に付く力は何か考え、話し合う ○各委員会に所属している委員に目的や活動内容を発表させ、共通している部分

から委員会活動の目的について気付かせる

●委員会活動の役割や責任を理解し、自分の可能性を広げられるような委員
会を選ぶ

○全校児童がより楽しく学校生活を送り、自分たちのよさを伸ばすようにするた
めに、委員会活動があることに気付かせる

●委員会活動の進め方を調べる
　① 活動の計画について
　② 活動の目的と役割について
　③ 役割分担について

○自分たちが行っている委員会活動全体を見直し、全校児童が豊かな学校生活を
送るためには、どのような活動を行えばよいかを考え、進め方を調べさせる

●「委員会活動カード」を作成して、自分が行った仕事を振り返る ○「委員会活動カード」に反省点や改善点を記入させ、児童が委員会活動に自ら
進んで取り組むようにさせる

4　主として集団や社会とのかかわりに関すること
（3）身近な集団に進んで参加し、自分の役割を自覚し、

協力して主体的に責任を果たす。
（6）先生や学校の人々への敬愛を深め、みんなで協力し

合いよりよい校風をつくる。

☆地域と連携した学習

☆ボランティア活動の取組

☆様々な職業に関する学習

【道徳の時間】 【総合的な学習の時間】

本活動と関連した学習

自ら課題や問題を見付け、自分たちで
解決できる意識を持たせましょう

【例】●係　●日直　●清掃　●給食当番
●朝の会・帰りの会　●異年齢集団活動

各教科での学習が生活や職業と関連することの
理解を深め、互いに学び合い高め合える態度を 
育てましょう

【例】●伝記を読み、自分の生き方について考える（国語）
●産業と国民生活との関連について理解する（社会）
●電気の働きを利用した道具が生活を支えている 
ことを理解する（理科）
●自分の成長を自覚することを通して、家庭生活と
家族の大切さに気付く（家庭）

異年齢集団の活動に進んで参加し、高学年としての 
役割と責任を果たそうとする態度を育てましょう
中学校での生活や将来の生き方を話し合うなどの活動を
積極的に取り入れましょう

【例】●縦割り行事　●学級活動計画の作成　●児童会集会
●クラブ活動の運営　●ボランティア活動 自己肯定感をはぐくみ、未来への夢や希望を

持つことができる心を育てましょう
【学習指導要領上の関連深い内容項目の例】 
1-(2)(6)、 2-(2)(3)(4)(5)、 3-(1)、 4-(1)(2)(3)(4)(6) など
【育てたい力の例】 
●思いやりの気持ちを持って共によりよく生きようと 
する
●自己に対する肯定的な自覚を深め、未来への夢や 
希望を持つ
●集団生活の中での自分の役割や責任を理解して 
行動し、全体の向上に役立とうとする態度を持つ

日本と外国との言語や文化の比較を通して、多様なものの 
見方や考え方があることを実感できるような体験的な 
コミュニケーション活動を取り入れましょう

社会に生きる一員として何をすべきか考えられる
ような探究的な活動を取り入れましょう
地域社会にかかわる喜びやものづくりの楽しさを
実感できるような体験活動を取り入れましょう

展開例2▶総合的な学習の時間（6年生）「マイグッドライフ」展開例1▶特別活動（5・6年生）「委員会活動」

それぞれの委員会での活動

日常生活 各教科

特別活動

外国語活動

総合的な
学習の時間

●委員会活動の大切さを知り、進んで取り組むことができるようにする ●将来の夢や希望を持ち、それらの実現を目指して努力することができるようにするねらい ねらい

卒業式で一人一人がこれから自分が
目指す生き方を発表したことで、こ
れからの生活に意欲がわきました。

道徳の
時間

●今の自分が将来につながっていくことを意識させながら
活動に取り組ませましょう

●委員会活動を通して、学校のリーダーとしての役割を担うとともに、
学ぶことや働くことの尊さを実感させましょう

一年間の自分の生活を見通し、目標を立てさせたことで、
意欲的に学校生活に取り組むようになりました。

家族にインタビューし、これまで知ら
なかったことを知り、生き方の目標と
なり、あこがれの存在となりました。

具体的な将来設計を立てるのではなく、あこがれとする職業を持ち、
今、しなければならないことを考えさせるようにしました。

中学校を見学して、小学校と
の違いが分かり、これまでの
不安がなくなりました。

児童会活動の意義を理解し、自分たちでできることに責任をもって取り組むことで、
自主性と社会性を育てる
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